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ントロール下で作成されたディスパッチ・プロトコールに基づき必要な車両

を出動させている。 

ディスパッチプロトコールは緊急度に該当するキーワードを通報者が

Yes・No で返答できるようオペレーターが質問を行い、緊急度の高い通報内

容ほど少ないキーワードで出動させるようにしている。 

たとえば呼吸困難を訴えた通報内容の場合、ガスピングがある。呼吸が

ふだんと違う。起座呼吸をしている。3 週間以内に手術を受けた。3 週間以

内に出産したかを順次質問をし、Yes と返答があったら直ちにパラメディッ

ク 2 名の救急隊、EMT3 名の消防隊を出動させるが、すべて NO と返答があ

った場合には EMT 隊のみの出動としている。2） 

このディスパッチプロトコールは医師が定期的に検証し、必要があれば

改善される。 

 

まとめ 

アメリカ・ワシントン州シアトル市・キング郡のパラメディックの処置範囲

は、呼吸不全、循環虚脱、超急性期治療の必要な疾患に対し、初期治療は行っ

ているが、パラメディックの質を維持・管理するため養成数は限定している。 

その限られたパラメディックを効果的に運用するため、すべての救急事案に

出動させるのではなく、９１１番通報されてからのトリアージにより、初期治

療が必要と思われる事案に出動させている。 

これらの運用に係るプロトコール、教育、検証は当然のことながらワシント

ン大学の医師が中心となって行い、それらをサポートする立場としてメディカ

ルオフィサーを置き、通信指令員、EMT、パラメディックの質の維持管理を図

っている。 
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